
 
 
 
 
 平成 17年度最後の3月31日、池田土木事務所管内で4つ目となる「地域

の魅力・顔づくりプロジェクト」協議会が発足しました。池田の活性化を願い

取り組まれている「いけだまちづくり協議会」の会長の呼びかけに１６団体、

約２０名が参加して、池田駅周辺の活性化についての取り組み「ようこそ池田

へ」おもてなしプランに取り組んでいくことを確認しました。 

  

 

 

選出された新田会長（池田市観光協会） 

 

来賓として参加の若菜所長（池田土木） 

池田駅周辺は、古くは池田氏（戦国時代）の城下

町、能勢街道の宿場町で、かつては、北摂地域の

商業、経済の中心として繁栄してきました。 

また、阪急電鉄㈱の創業者「小林一三」氏ゆかり

の地で、同氏のコレクションを集めた逸翁美術館、

蔵書を集めた池田文庫、阪急電鉄が手がけた日本

初の住宅地（室町住宅）の他、演芸の呉服座、日本

一小さな五月山動物園、ｲﾝｽﾀﾝﾄﾗｰﾒﾝ発明記念

館、清酒「呉春」、五月山公園、がんがら火祭

り、・・・など観光、文化資源は、数えあげればキリ

がありません。 

３年前、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「てるてる家

族」が、池田駅前の商店街を舞台に放映されたこと

は、記憶に新しいことと思います。 

しかし、これだけの観光資源がありながら、うまく

まちの活性化に活用できていないのが、池田駅周

辺の大きな課題です。 

「ようこそ池田へ」おもてなしプラン・企画(案)概要

 池田市に来訪する人たちに再来してもらえるま

ちづくりを考えていくこと、それを、おもてなしとす

ることにより、まちの活性化につなげようとするも

の。 

現在次の３つのメニューについて具体化に向

け、取り組んでいく予定です。 

○ 回遊ルートの設定 

○ まちの魅力向上 

○ 市民参加型イベント 

【協議会の構成団体】   H18．3.31 現在 

池田市観光協会／いけだまちづくり協議会／池田

市工業振興会／池田商店会連合／池田市市場会

連合会／池田商工会議所／(社)池田市青年会議所

／いけだサンシー㈱／阪急電鉄㈱／ダイハツ工業

㈱／㈱池田銀行／(財)安藤スポーツ・食文化振興

財団／アドプト・ロードさくら通り／五月山・みどりの

ネットワーク／池田市／大阪府 （計 16 団体） 

池田土木事務所 


